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研究成果概要 
宇宙線研究所の観測的宇宙論グループを核とし、宇宙論と銀河形成の問題解決に向けて

研究を行った。宇宙再電離期(epoch of reionization; EoR)の Lyα emitter(LAE)から放

射された Lyα輝線は、中性水素を含む銀河間物質がもたらす Lyα damping wing 吸収

により減光を受ける。そのため、 EoR 初期に向かうにつれ、1) Lyα輝線が明るい LAE
が減る、2)Lyαの輝線幅が広がる、3) 電離が進んでいる領域(ionized bubble)にある LAE
は Lyα輝線の減光をあまり受けないため観測する LAE の分布に再電離起源の密度超過

が現れる、と予想されている。さらに遠方銀河の統計的性質の進化から構造形成の中の

銀河形成に対する知見が得られる。これらをテストおよび実行するため、我々はすばる

望遠鏡の次世代広視野撮像装置 Hyper Suprime-Cam (HSC)により銀河サンプルを構築

し、宇宙再電離および銀河形成モデルに制限をつけるべく研究を進めている。 
 ２０２２年度は、すばる HSC 探査の観測で得られた全撮像データをもとに LAE の測

光カタログの作成を行った。得られたカタログには約２万個の LAE が含まれ、うち８

千個は z=6-7 の宇宙再電離期に存在する LAE だった(Kikuta et al. submitted to ApJ)。
２０２３年度からは、このカタログを元に光度関数と相関関数を求めて研究を完成させ

る予定である (Umeda2022, master thesis, U. Tokyo)。これらと並行して、HSC 探査

で得られた約 150 万個の z=4 の dropout 銀河と CMB の相互相関をとり、z=4 の宇宙の

構造が作る重力レンズ効果の検出に成功し、世界に先駆けて z=4 という遠方宇宙におけ

るσ8に対する制限を得た(Miyatake et al. 2022, PRL, 129, 1301)。また、HSC で得ら

れた z=0 の極金属欠乏銀河に対する分光追観測を行い、原始ヘリウム存在比が Yp 
=0.2370+/-0.0033 と求まった。これは従来考えられていたより小さい Yp でニュートリ

ノ有効世代数 Neffの標準理論(Neff=3.046)や Planck+18 の ηとの整合性を考えると比較

的大きいレプトン非対称性 ξe=0.05^(+0.03)/(-0.02)が示唆され、今後の観測的検証の必

要性が出てきた(Matsumoto et al. 2022, ApJ, 941, 167)。 
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